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＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関連 
 本標準は１９９０年１２月制定予定の「ＩＳＤＮユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェース構

造」ＪＴ－Ｉ４１１第２版を基に、専用線サービスに適用しうる専用線ユーザ・網インタフェース規定点及

びインタフェース構造を規定している。 

 本標準とＪＴ－Ｉ４１１との基本的な相違点は、Ｄチャネルの有無にある。すなわち本標準は専用線サー

ビスへの適用を目的としており、現時点ではチャネル設定に関しＤチャネルによるユーザ側と網との間での

制御の必要性がないことからＤチャネルに関する規定を行っていない。 

 

 （注） 将来、ＣＣＩＴＴにおいてＤチャネルによる専用線制御関連の規定が勧告化された時点、あるい

は国内においてＤチャネルによる専用線制御関連の標準化の要望が出された時点においては、本標

準の改定が検討されることとなろう。なお本標準はＤチャネルを必要とする専用線サービスに対し

ＪＴ－Ｉ４１１の適用を否定するものではない。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
（１）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１に対し下記の項目についての記述を削除している。 

（ａ） Ｄチャネルインタフェース構造に関すること 

（ｂ） レイヤ２，３に関すること 

（ｃ） 回線／パケット交換サービスに関すること 

 

（２）ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１に対し、専用線二次群速度インタフェースの規定を新規追加している。 

 

 （注） 本標準においてＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４１１の規定を参照している箇所においては、全て第２版（１

９９０年１２月）制定予定を参照するものとする。 

 

３．改版の履歴 
 

 版 数 制  定  日 改 版 内 容 

 第１版 昭和６３年１１月３０日 制 定 

 第２版 平成 ２年１１月２８日 JT-G960,JT-G961 追加による変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 
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１．本標準の規定範囲

　本標準は、専用線ユーザ・網インタフェースの標準を定めるために必要な次の規定を記述したものであ

る。

（１） ユーザ・網インタフェースの参照構成に関すること

（２） ユーザ・網インタフェースの規定点に関すること

（３） 専用線網がサポートするチャネル種別に関すること

（４） インタフェース構造に関すること

（５） インタフェース構造のアクセス能力に関すること

２．ユーザ・網インタフェースの参照構成

　参照構成とは、ユーザ・網インタフェースの構成モデルを定めたものであり、その記述にあたってはＪ

Ｔ－Ｉ４１１と同様の機能群及び参照点の概念を用いる。

2.1　機能群

　機能群とはユーザアクセス形態で必要ないくつかの機能からなる組みをいう。各機能群の有する機能に

ついて以下に示す。

2.1.1　網終端（装置）１　（以下ＮＴ１と略記）

　ＮＴＩはＯＳＩ参照モデルのレイヤ１（物理層）にほぼ等しい機能を有する。これらの機能は網の物理

的及び電気的な終端に関するものである。ＮＴ１機能とは次に示すものである。

（１） 伝送路終端

（２） レイヤ１伝送路保守機能及びレイヤ１に関する動作状態監視

（３） タイミング

（４） 給電

（５） レイヤ１多重化

（６） ポイント・ポイント、ポイント・マルチポイントユーザ・網インタフェース終端

具体的な装置としては、ディジタル回線終端装置等がこれに該当する。

2.1.2　網終端（装置）２　（以下ＮＴ２と略記）

　ＮＴ２はＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２００参照モデルのレイヤ１及び高位レイヤにほぼ対応する機能をもつ。

ＰＡＢＸ，ＬＡＮ，時分割多重化装置及び端末制御装置は、ＮＴ２機能を提供する装置あるいは装置の組

合せの例である。ＮＴ２機能例を次に示す。

（１） 交換

（２） 集線

（３） 保守機能

（４） ＮＴ１の機能のうち（３）～（６）



ＪＴ－Ｉ４１１－ａ - 2 -

2.1.3　端末装置（以下ＴＥと略記）

　ＴＥは、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２００参照モデルのほぼレイヤ１及び高位レイヤに属する機能をもつ。ディ

ジタル電話機、データ端末装置やワークステーションは、この機能を備える装置あるいは装置の組合せの

例である。

　ＴＥには、ＴＴＣ専用線ユーザ・網インタフェース標準に準拠したものとそれ以外のものがあり、それ

ぞれＴＥ１、ＴＥ２と呼ぶ。

2.1.4　端末アダプター（以下ＴＡと略記）

　ＴＡは、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２００参照モデルのレイヤ１及び高位レイヤにほぼ相当する機能を有し、

このＴＡによりＴＥ２端末を専用線ユーザ・網インタフェースに接続しうるものである。参照点ＲとＳあ

るいは参照点ＲとＴにおける物理インタフェースの間のアダプタは、ＴＡ機能を具備する装置あるいはそ

れらの組合せの例である。

　以上、機能ＮＴ１、ＮＴ２、ＴＥ、ＴＡの有する機能について述べたが、アクセス形態によっては、機

能群中のこれらの諸機能がすべて存在するとは限らない。なお、機能群は複数の装置から構成されること

がある。

2.2　参照点

　参照点は、機能群間に存在する概念上の点である。アクセス形態によっては、参照点は装置と装置の間

の物理インタフェースに対応することもあるし、また、参照点に対する物理インタフェースがない場合も

ある。参照点以外の物理インタフェースとしては、基本インタフェースに関して加入者線伝送方式のＴＴ

Ｃ標準ＪＴ－Ｇ９６０，ＪＴ－Ｇ９６１で規定される。

2.3　参照構成

2.3.1　専用線ユーザ・網インタフェースに対する参照構成は、参照点を定義するとともに、参照点と参照

点の間に存在する機能群の種類を定義するものであり、図２－１／ＪＴ－Ｉ４１１－ａに示すとおりであ

る。

2.3.2　ＴＴＣの専用線ユーザ・網インタフェース標準は、参照点Ｓ及びＴに関するものであり、参照点Ｒ

においては専用線ユーザ・網インタフェース以外のユーザ・網インタフェース（たとえばＣＣＩＴＴ　Ｘ

シリーズ勧告によるインタフェースなど）が用いられる。

2.3.3　図２－１／ＪＴ－Ｉ４１１－ａ（１）は、ＮＴ１、ＮＴ２及びＴＥ１から成る参照構成を示してお

り図２－１／ＪＴ－Ｉ４１１－ａ（２）はＴＥ１をＴＥ２＋ＴＡによって置換し得ることを示している。
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図２－１／ＪＴ－Ｉ４１１－ａ　専用線ユーザ・網インタフェース参照構成

（図２－１／ＪＴ－Ｉ４１１）
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2.3.4　参照構成の物理的実現例を図２－２／ＪＴ－Ｉ４１１－ａに示す。

   

  

図２－２／ＪＴ－Ｉ４１１－ａ　参照構成の物理的実現例
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３．ユーザ・網インタフェース規定点

　専用線ユーザ・網インタフェース規定点は図２－１／ＪＴ－Ｉ４１１－ａの参照点Ｔとする。また、参

照点Ｓはユーザ・網インタフェース規定点ではないが、そのインタフェース条件はＴＴＣ標準にもとづく

専用線ユーザ・網インタフェースの規定に準拠することが望ましい。

４．チャネル種別

　チャネルとはインタフェースの情報伝送容量の規定された部分を表し、以下に示すチャネル種別がある。

4.1　Ｂチャネル

4.1.1　Ｂチャネルはタイミングをもつ６４ｋｂｉｔ／ｓのチャネルであり、種々のユーザ情報を伝送するた

めに使用される。

4.1.2　ユーザ情報の具体例としては、

（１）　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｇ７１１に従って、符号化された６４ｋｂｉｔ／ｓ音声

（２）　ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．１に従う６４ｋｂｉｔ／ｓ以下のビットレートを持つ専用線サービスのユー

ザクラスに対応する情報

（３）　６４ｋｂｉｔ／ｓで符号化された広帯域音声

（４）　６４ｋｂｉｔ／ｓ未満のビットレートで符号化された音声のみ、あるいはこの音声と他のディ

ジタル情報信号との組合せ

4.1.3　本標準では規定しないが６４ｋｂｉｔ／ｓ未満の単一情報信号あるいは，１つのユーザからの複数の

情報信号は、ＪＴ－Ｉ４６０，ＪＪ－２０・３１等に従ってＢチャネルで運べるよう速度整合することが

考えられる。

4.2　Ｈチャネル

4.2.1　Ｈチャネルはタイミングを持ち、次に示す速度のビットレートを有するチャネルである。

（１） Ｈ０チャネル ：　３８４ｋｂｉｔ／ｓ

（２） Ｈ１チャネル ：１５３６ｋｂｉｔ／ｓ

　Ｈチャネルは種々のユーザ情報信号を運ぶために用いられる。

4.2.2　ユーザ情報信号の具体例としては、

（１）　高速ファクシミリ

（２）　映像：例えばＴＶ会議用

（３）　高速データ

（４）　高品質オーディオ或いはサウンドプログラム

（５）　Ｈチャネルのビットレートより低い情報信号（例えば６４ｋｂｉｔ／ｓ音声）をＨチャネルに速

度整合あるいは多重化したものなどが考えられる。
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５．インタフェース構造

　インタフェース構造とは、物理インタフェースを介する最大のディジタル伝送容量を定義するものであ

り、チャネルの組合せにより表現される。

5.1　インタフェース構造の種類

　規定点における物理インタフェースは、表５－１／ＪＴ－Ｉ４１１－ａに示すインタフェース構造のど

れかに適合していなければならない。

表５－１／ＪＴ－Ｉ４１１－ａ　インタフェース構造の種類

インタフェース構造

専用線基本

インタフェース

① ２Ｂ

② ２４Ｂ

専用線一次群速度

インタフェース

③ ４Ｈ０

1544 kbit/s

④ Ｈ１

に対応 ⑤ ｍＨ０＋ｎＢ

（ただし 6m+n=24)

専用線二次群速度

インタフェース

⑥ ９６Ｂ

6312 kbit/s

⑦ １６Ｈ０

に対応 ⑧ ４Ｈ１

⑨ ｋＨ１＋ｍＨ０＋ｎＢ

（ただし 24k+6m +n=96)

（注）ｋ，ｍ，ｎは０以上の整数
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６．アクセス能力

　ユーザ・網インタフェース構造は表５－１／ＪＴ－Ｉ４１１－ａに示すとおりであるが実際のアクセス

形態では、表５－１／ＪＴ－Ｉ４１１－ａに示す全てのチャネルが常に利用可能であるとは限らない。す

なわち網によっては、例えば専用線基本インタフェースの２Ｂのうち一つのＢが利用されないことがあり

得る。このように、ユーザ・網アクセス形態において、網によってサポートされる能力をアクセス能力と

呼ぶ。

　アクセス能力は以下の範囲内であることが望ましい。

6.1　基本アクセス能力

（１） ２Ｂ

（２） Ｂ

6.2　一次群速度アクセス能力

（１） ｎＢ ：ｎ≦２４

（２） ｎＨ０ ：ｎ≦４

（３） ｍＨ０＋ｎＢ ：６ｍ＋ｎ≦２４

（ただし、ｍ、ｎは０以上の整数）

6.3　二次群速度アクセス能力

（１） ｎＢ ：ｎ≦９６

（２） ｎＨ０ ：ｎ≦１６

（３） ｎＨ１ ：ｎ≦４

（４） ｋＨ１＋ｍＨ０＋ｎＢ： ２４ｋ＋６ｍ＋ｎ≦９６

（ただし、ｋ、ｍ、ｎは０以上の整数）


	　　



